



























還元的芳香族化を経て, 標的分子 9 を合成することができた。なお, 化合物 9 の紫外可視
吸収スペクトルを測定したところ, その極大吸収波長は 563 nm とモノマー体(540 nm)と比




































3)  SnCl2, HCl aq.





	 また,	ビフェニレン 4 より誘導できる化合物 10 を適切に活性化すると,	イソベンゾフ
ランを段階的に発生できることを見出した。また,	これを利用して縮環数の大きなシクロ















タベンゼン 14にMeLi を作用させると,	ジシクロブタビフェニレン 15が得られた。さら
に,	これを酸性で加水分解することによって,	テトラケトン 16 へと誘導することができ
た。X 線結晶構造解析の結果,	アセタール構造を有する化合物 15ではビフェニレン 1と
比べて結合長に有意な差は見られなかったが,	テトラケトン 16 では芳香環上の四員環を
含む結合(a結合およびb結合)がそれぞれ0.025 Å,	0.012 Åと伸長していることが分かった。




































    20% (2 steps)
1) 11, PhCl, reflux : 50%




4)  SnCl2, HCl aq.
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